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１　製作にあたって

　　現在、使用されている避難器具は、どれも扱いにくく、完璧な避難器具はな

いと、私は考えています。

　　どの避難器具も使用する際、器具に記載されている取扱説明を読まないと使

用することができません。緊急時に、パニック状態で使い方を読んで理解する

ことができるのでしょうか。緊急時に避難器具が人を選んではいけません。女

性、子供、老人、外国人、だれでもが簡単に使用できなければなりません。

　　平成13年９月１日に発生した新宿区歌舞伎町ビル火災を契機に、平成15年６

月13日消防法施行規則の一部が改正され、特定一階段等防火対象物等の避難器

具は一動作（開口部を開口する動作及び保安装置を解除する動作を除く。）で、

容易かつ確実に使用できるものとされました。（資料１）

　　それから３年が経過しますが、未だに完全な一動作式避難器具はないのが実

状です。

　　そこで、避難器具の中で、安価で、多く使われている緩降機を、だれもが簡

単に、安全に、一動作で使用でき、避難できるるものとするため、緩降機取付

金具を消防法施行規則の基準に合わせて考案、製作したものです。（図１～図

２参照）

２　概　要

　　特定一階段等防火対象物等の避難器具は、開口部を開口する動作及び保安装

置を解除する動作を除き、一動作で容易に、確実に使用できるものとなってい

ますが、完全な一動作式といえる避難器具は、未だ開発されていないのが現状

であるため、考案、製作したものです。

　⑴　従来の緩降機使用方法

　　①　使用方法を読む。

　　②　窓を開けて下を確認する。

　　③　緩降機取り付け金具のカバーを外す。

　　④　緩降機取り付け金具を上に持ち上げて伸ばす。
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　　⑤　緩降機取り付けアームを窓の外へ出す。

　　⑥　緩降機を箱から出す。

　　⑦　緩降機を持ち上げカラビナをアームに取り付ける。

　　⑧　緩降機のワイヤーリールを窓の外へ落とす。

　　⑨　降下用バンドを使用方法を読みながら身につける。

　　⑩　窓の外へ身を乗り出し降下する。

　　従来の緩降機は、上記の行程が必要であり、火災時、パニック状態で安全に、

迅速に使用するのは、不可能なことから、消防法施行規則が改正されたもので

す。

　⑵　考案、製作した一動作式緩降機取付金具の使用方法

　①　ロックレバーを回し扉を開ける。

　　 　この緩降機取付金具は、この一動作で収納ボックス内から緩降機が取り

付けられたアームが旋回して、窓の外に展開し、自動に緩降機リールが落

下し、降下用バンドだけが残る仕組みとしたもので、一動作（開口部を開

口する動作及び保安装置を解除する動作を除く。）で容易に確実に使用で

きるものという基準に十分適合するものです。

　　 　また、この取付金具は、１台で壁体設置と床設置の２通りの設置が可能

であり、窓枠の形状も図１のＡＢいずれにも設置が可能で、屋内外、あら

ゆる間取りに対応できるよう製作したものです。

３　利　点

　⑴　消防法施行規則の改正に基づく避難器具の一動作に適合する。

　⑵ 　緩降機のワイヤーリールが自動的に落下する構造であるため、過去に発生

した避難者が誤ってベルトの付け間違いからの落下事故を防ぐことができ安

全に使用できる。

　⑶ 　緩降機収納ボックスの扉のロックを外し、開けるだけで作動するので人を

選ばずだれでも簡単に使用できる。

　⑷ 　扉を開けると警報ベルが鳴る構造であるため、リールが落下する際通行人

に注意を促すことができ、いたずらや誤動作を少なくできる。

　⑸　避難する時間が短縮でき、現状５～10分かかるものが５秒でできる。

　⑹　構造的に安全に使用でき安価に製作できる。

　⑺　消防訓練指導が容易に安全確実にできる。
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　⑻　耐火構造であるため火災時の熱気等で動作不良が発生しない。　

４　仕様

　　全　　高　1950mm

　　全　　幅　本体90mm　緩降機取り付け時190mm

　　横　　幅　1180mm

　　重　　量　本体30kg　緩降機取り付け時35kg

　　耐 荷 重　静加重　400kg

　　設置方法　アンカーボルト12mm　床４本　壁体４本

５　まとめ

　　平成13年９月１日に発生した新宿区歌舞伎町ビル火災は、まだ、記憶に新し

いところです。その再発防止策に関する消防審議会が開かれ避難器具の設置基

準の見直し等の改正がおこなわれました。　

　　火災から、いち早く避難することで尊い命が救われます。そのために多種多

様な避難器具が建物に設置されています。しかし、多くの避難器具は人の手に

よって、複数の操作をしなければなりません。

　　火災の発生と同時に自動で避難できる状態になればよいのですが、現在は存

在しません。人の手を必要とせず、自動的に避難できる状態となる。そんな避

難器具に少しでも近づくよう一動作式緩降機取付金具を製作しました。

　　消防は、なぜ、悲惨な災害が発生するのか、また、どうすれば防げるのかの

対策に真剣に取り組まなければなりません。

　　今回、開発した一動作式緩降機取付金具は、人を選ばず、火災からいち早く、

確実に、安全に避難することができ、全ての人の尊い命が救われるものと確信

します。
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